
編
集
後
記

♣
風
が
涼
し
く
な
り
、
少
し
ず

つ
秋
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
澄
ん
だ
空
気
、
高

い
空
、
秋
の
味
覚
な
ど
、
私

は
秋
が
一
番
好
き
な
ん
で
す
が
、

近
年
は
秋
が
短
く
な
り
、
と
て

も
残
念
で
す
。
秋
な
ら
で
は
の

イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
な

の
で
、
み
ん
な
で
存
分
に
秋
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
　
　 

係
ゆ

♦
今
号
は「
益
城
の
が
ま
だ
し

も
ん
！
」の
記
事
を
担
当
し
ま

し
た
。
取
材
し
た
土
橋
さ
ん
が

語
る
旅
の
記
憶
に
は
、
記
事
に

書
き
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
出

会
い
が
。「
旅
は
人
」と
い
う
言

葉
が
印
象
的
で
、
私
も
取
材
で

の
一
つ
一
つ
の
出
会
い
を
大
切

に
し
て
い
こ
う
と
、
あ
ら
た
め

て
思
い
ま
し
た
。
　
　
　 

係
ま

善意の灯
社会福祉協議会　☎ 214 - 5566
香典返しに替えて次の方々から寄付をいただきま

した。（敬称略）

問乳幼児健診　　        町保健福祉センターはぴねす　☎ 234-6123

10 月

3 日 ㊋
4か月児健診
対象者：R5.5.14 ～ R5.6.19 生

対象者には、個別に

通知します。

時間は、通知をご覧

ください。

5 日 ㊍
3歳児健診
対象者：R2.3.1 ～ R2.3.20 生

10 日 ㊋
7か月児健診
対象者：R5.1.18 ～ R5.3.7 生

17 日 ㊋
1歳6か月児健診
対象者：R4.2.19 ～ R4.3.26 生

31 日 ㊋
1歳6か月児健診
対象者：R4.3.27 ～ R4.4.18 生

11 月

7 日 ㊋
4か月児健診
対象者：R5.6.20 ～ R5.7.24 生

対象者には、個別に

通知します。

時間は、通知をご覧

ください。8 日 ㊌
3歳児健診
対象者：R2.3.21 ～ R2.4.13 生

※対象者は予定です。状況により変更になる場合があります。

問

ふるさと納税
全国からたくさんの

「ふるさと納税」を頂き、
心より感謝申し上げます。

令和 5 年度
17,176 件 18,171 万円

お名前 （行政区） 故　人
　吉村　建文 （ 辻 団 地 ） 司
　反頭　優 （ 広 崎 5 町 内 ） けさみ
　前田　輝幸 （ 黒 石 崎 ） 定
　奥村　隆則 （ 下 原 ） 美和子
　大垣　正子 （ 馬 水 北 ） 政德
　本田　順子 （ 馬 水 北 ） マサノ
　西尾　加代子 （ 馬 水 北 ） 孝幸
　小田　心一 （ 辻 の 城 団 地 ） 學
　宮永　慈子 （ 惣 領 4 町 内 ） 昌貴
　土田　苑子 （ 寺 迫 ） 更生
　能満　俊哉 （ 熊 本 市 ） カズヱ
　靏　　知光 （ 福 岡 市 ）小原壽美子
　佐藤　直子 （ 中 砥 川 ） 民彦
　森本　弘 （ 杉 堂 ） トミ子
　福永　勉 （ 古 閑 ） 已千子
　竹林　キミ子 （ 馬 水 北 ） 新
　平井　功一 （ 安 永 1 町 内 ） 朱美
　新村　司 （ 堂 園 ） 正則
　福本　敬子 （ 広 崎 4 町 内 ）西澤フミエ
　松本　京子 （ 内 寺 ） ミエ子
次の方から寄付をいただきました。
木山中昭和 34 年卒業生同窓会

令和 5 年 8 月末現在

　
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
40
年
前
の
水
道

課
勤
務
時
代
の
出
来
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
当

時
、
石
綿
管
が
残
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
毎
日

の
よ
う
に
漏
水
し
、修
理
の
た
め
、道
路
の
カ
ッ

タ
ー
切
り
や
ラ
ン
マ
ー
打
ち
を
す
る
日
々
で
、

職
員
は
全
員
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
い
ま
し
た
。

 

あ
る
日
、
先
輩
が「
俺
た
ち
の
仕
事
は
水
道
業

で
な
く
、
水
分
配
業
だ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
理
由
を
尋
ね
る
と
、「
都
会
で
は
、
川
や
ダ

ム
の
水
な
ど
を
沈
殿
さ
せ
、
活
性
炭
で
臭
い
を

取
り
除
き
、
そ
の
後
、
一
次
・
二
次
ろ
過
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
程
を
経
て
飲
み
水
を
作
る
。

そ
れ
が
水
道
業
だ
。
し
か
し
、
自
分
た
ち
は
地

下
水
を
く
み
上
げ
て
塩
素
を
注
入
し
、
美
味
し

い
水
を
配
る
だ
け
な
の
で
、
水
分
配
業
だ
」と

い
う
こ
と
で
し
た
。「
だ
か
ら
、
も
っ
と
地
下

水
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
駄
目
だ
！
」と
強
い

口
調
で
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
地
下
水
涵か
ん

養よ
う

の
た
め
に
、
民
間
企
業

と
協
力
し
て
山
に
木
を
植
え
た
り
、
田
ん
ぼ
に

水
を
た
め
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
節
水
な
ど
皆

さ
ん
の
協
力
も
必
要
で
す
。
お
い
し
い
水
を
飲

み
続
け
る
た
め
に
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
地
下

水
保
全
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

町長のちょっと一言 「町民一丸となって地下水保全に取り組みましょう」
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